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9.19大集会

組
合
員
と
つ
な
が
り
意
識
し

　
　
　
　
　
組
織
を
強
化
し
て
い
く

本
部
大
会
は
方
針
賛
成
で
臨
む

　
県
本
部
は
、
８
月
　
日
に

24

自
治
労
会
館
で
単
組
代
表
者

会
議
を
開
き
　
人
が
参
加
す

35

る
中
、
８
日
に
出
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
や
定
年
引
き
上
げ

制
度
導
入
に
む
け
た
取
り
組

み
、
自
治
労
本
部
第
　
回
定

96

期
大
会
に
あ
た
っ
て
の
県
本

部
の
態
度
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
千
歳
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
参
議
院
選
挙
で

の
自
治
労
組
織
内
「
鬼
木
ま

こ
と
」
当
選
の
各
単
組
か
ら

の
支
援
御
礼
と
、
　
月
　
月

10

11

期
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、
人

事
院
勧
告
の
完
全
実
施
は
も

と
よ
り
組
合
員
の
要
求
実
現

を
図
る
た
め
早
め
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
丁
寧
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
報
道
に
も
あ
る
常

陸
太
田
市
公
共
下
水
道
整
備

事
業
の
対
応
に
伴
う
全
職
員

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

単組代表者会議で委員長あいさつを聞く出席者

の
給
与
減
額
措
置
提
案
で

は
、
当
該
市
職
・
ブ
ロ
ッ

ク
・
県
本
部
が
闘
争
委
員
会

を
設
置
し
交
渉
し
て
い
る
経

過
に
つ
い
て
触
れ
、
単
組
が

日
頃
の
活
動
を
丁
寧
に
積
み

上
げ
て
い
く
こ
と
で
組
合
員

か
ら
の
信
頼
が
得
ら
れ
、
困

難
な
局
面
で
も
団
結
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
活

動
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
　
報
告
で
は
、
生
井
澤
書
記

長
が
８
月
８
日
に
出
さ
れ
た

人
事
院
勧
告
で
は
月
例
給
平

均
０
・
３
％
、
一
時
金
０
・

　
月
と
３
年
ぶ
り
の
引
き
上

10げ
と
な
っ
た
こ
と
、
中
央
で

の
要
求
・
交
渉
経
過
な
ど
人

勧
期
を
め
ぐ
る
状
況
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
定
年
引
き
上
げ
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
、
県
内
で
は
９

月
議
会
、
　
月
議
会
上
程
予

12

定
の
自
治
体
が
多
い
状
況
か

ら
、
引
き
続
き
組
合
が
当
局

と
協
議
を
重
ね
、
誰
も
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
制

度
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
し
ま
し
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
①
自
治

労
本
部
第
　
回
定
期
大
会
の

96

議
案
概
要
と
臨
む
に
あ
た
っ

て
の
県
本
部
態
度
に
つ
い

て
、
県
支
部
の
花
岡
事
務
局

長
か
ら
②
住
ま
い
る
共
済
の

次
期
制
度
改
定
を
提
案
し
ま

し
た
。

　
８
月
　
日
、
　
日
に
千
葉

30

31

市
で
開
催
さ
れ
る
自
治
労
本

部
定
期
大
会
に
は
、
秋
季
・

自
治
体
確
定
闘
争
を
は
じ
め

と
し
た
当
面
の
闘
争
方
針
な

ど
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、

県
本
部
は
本
部
方
針
に
賛
成

の
立
場
で
臨
む
と
し
ま
し
た
。

　
火
災
共
済
・
自
然
災
害
共

済
「
住
ま
い
る
共
済
」
の
次

期
制
度
改
定
に
つ
い
て
は
、

自
然
災
害
共
済
の
掛
金
引
き

上
げ
な
ど
次
期
制
度
概
要
ポ

イ
ン
ト
と
今
後
の
進
め
方
、

単
組
で
の
組
織
討
議
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
あ
と
、
い
ず

れ
の
議
案
も
拍
手
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

自治労茨城県本部
第122回定期大会
2022年９月28日（水）13:30〜
ひたちなか市
那珂湊総合福祉センター（しあわせプラザ）

感染対策を講じたうえ、短縮日程で開催します

［報告］ 一般経過報告
 一般会計及び特別会計報告、政治活動報告
［議案］ 2023年度運動方針（案）
 当面の闘争方針（案）
 2023年度一般会計及び特別会計予算（案）
 第５次組織強化・拡大のための推進計画（案）
 規程の一部改正について（案）

報告内容　人事院勧告
　　　　　定年引き上げ制度への取り組み

協議事項　自治労本部第96回定期大会の議
案概要と臨むにあたって

　　　　　住まいる共済次期制度改定

第96回
定期大会

　
自
治
労
は
第
　
回
定
期
大

96

会
を
８
月
　
日
、
　
日
に
千

30

31

葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
き
、

向
こ
う
１
年
間
の
運
動
方
針

な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
を

鑑
み
対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
ミ
ッ

ク
ス
形
式
で
開
か
れ
、
県
本

部
代
議
員
は
対
面
４
人
、
水

戸
市
の
自
治
労
会
館
か
ら
８

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
川
本
中
央
執
行
委
員
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
参
院
選
に
対

す
る
取
り
組
み
で
鬼
木
ま
こ

と
は
初
当
選
を
果
た
し
た
も

の
の
目
標
票
数
に
は
及
ば

ず
、
組
合
へ
の
名
前
の
浸
透

が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
、

私
た
ち
の
職
場
は
政
治
が
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
日

ご
ろ
の
組
合
活
動
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
３
年

ぶ
り
に
引
き
上

げ
と
な
っ
た
人

事
院
勧
告
や
定

年
引
き
上
げ
制

度
導
入
に
よ
る

　
歳
前
後
の
給

60与
制
度
底
上
げ

な
ど
奮
闘
す
る

組
合
員
に
こ
た

え
る
た
め
に

も
、
労
働
組
合

が
職
場
の
課
題

を
丁
寧
に
解
決

し
て
い
き
、
労

働
条
件
改
善
と

と
も
に
地
域
公

共
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
・
発
展
を

め
ざ
そ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
連
合
の
芳
野

会
長
、
立
憲
民
主
党
の
泉
代

表
が
駆
け
つ
け
、
激
励
と
連

帯
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
経
過
報
告
と

報
告
に
関
す
る
質
疑
討
論
と

承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議

案
で
は
、
第
１
号
議
案
「
当

面
の
闘
争
方
針
」
、
第
２
号

議
案
「
２
０
２
３
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
予
算
」
、

第
３
号
議
案
「
自
治
労
会
館

の
中
長
期
方
針
お
よ
び
大
規

模
修
繕
計
画
」
が
提
案
さ
れ

た
あ
と
、
各
県
本
部
か
ら
の

発
言
が
あ
り
、
執
行
部
の
答

弁
後
の
採
決
で
す
べ
て
の
議

案
が
圧
倒
的
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
県
本
部
の
発
言
は
、
参

院
選
総
括
と
統
一
自
治
体
選

挙
へ
の
決
意
、
組
織
強
化
拡

大
の
取
り
組
み
、
定
年
引
き

上
げ
に
つ
い
て
の
対
応
、
人

員
確
保
闘
争
、
確
定
期
に
む

け
た
取
り
組
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
の
完
全
実
施
め
ざ
す

単組代表者会議

あいさつする川本中央執行委員長

千葉市で開かれた自治労第96回定期大会
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再
稼
働
加
速
に
ス
ト
ッ
プ

老
朽
化
す
る
東
海
第
二
原
発

発
の
再
稼
働
茨
城
大
集
会
」

が
水
戸
市
の
駿
優
教
育
会
館

で
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
約

４
５
０
人
、
自
治
労
か
ら
は

　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

28　
集
会
で
は
、
連
帯
あ
い
さ

つ
に
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田

慧
さ
ん
が
登
壇
。
東
海
第
二

原
発
差
し
止
め
訴
訟
弁
護
団

共
同
代
表
の
海
渡
雄
一
さ
ん

も
講
演
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
新
地
町
の
漁
師
の

小
野
治
夫
さ
ん
は
、
福
島
第

一
原
発
の
処
理
済
み
汚
染
水

の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
「
魚

は
声
を
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
魚
の
住
む
豊
か
な
海
を

守
る
漁
師
の
立
場
か
ら
反
対

の
声
を
あ
げ
る
。
閣
議
決
定

に
よ
り
汚
染
水
を
海
洋
放
出

す
る
と
決
め
た
こ
と
に
は
世

論
で
し
か
抵
抗
で
き
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
も
し
原
発
の
事
故
が
起
き

れ
ば
、
大
地
と
海
洋
の
汚
染

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
私
た
ち

の
生
活
は
喪
失
し
て
し
ま
い

ま
す
。
再
び
福
島
の
よ
う
な

原
発
事
故
を
起
こ
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
安
全
で
安
心
で

き
る
社
会
を
未
来
へ
つ
な
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
集
会
最
後
に
は
、
来
夏
以

降
に
原
発
再
稼
働
を
め
ざ
す

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

新
た
な
政
府
方
針
へ
の
抗
議

文
を
採
択
。
集
会
後
に
予
定

し
て
い
た
水
戸
市
内
の
デ
モ

行
進
は
、
感
染
拡
大
の
た
め

中
止
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
、
ほ
か
の
原
発
に
比
べ

周
辺
の
人
口
密
度
も
非
常
に

高
く
、
原
発
　
キ
ロ
圏
内
に

30

は
　
万
人
が
居
住
し
て
い
ま

94
す
。
さ
ら
に
、
　
キ
ロ
圏
内

30

の
自
治
体
に
は
実
効
性
の
あ

る
避
難
計
画
の
策
定
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
策
定
は

困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。

　
８
月
　
日
、
東
海
第
二
原

27

発
の
再
稼
働
反
対
を
訴
え
る

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
‼
東
海
第
二
原

　
岸
田
首
相
は
８
月
　
日
の

24

Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
に
お
い
て
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
む
け

て
原
発
の
新
増
設
と
来
年
夏

以
降
に
複
数
の
既
存
原
発
の

再
稼
働
を
加
速
さ
せ
る
よ
う

関
係
省
庁
に
指
示
し
ま
し

た
。
こ
の
既
存
原
発
の
中
に

は
東
海
第
二
原
発
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
東
海
第
二
原
発
は
１
９
７

８
年
か
ら
営
業
運
転
を
開
始

し
、
今
年
で
　
年
が
経
過
し

44

老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
首
都

圏
に
一
番
近
い
原
発
立
地
で

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

優
秀
作
品
に
５
人
を
決
定

自
治
労
水
週
間
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル

　
８
月
の
自
治
労
水
週
間

は
、
水
環
境
の
保
全
、
健
全

な
水
循
環
と
水
の
公
共
性
や

公
営
運
営
を
住
民
に
広
く
訴

え
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の

取
り
組
み
に
合
わ
せ
公
営
企

業
評
議
会
が
実
施
し
て
い
た

「
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

県
内
か
ら
多
く
の
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
、
県
公
営
企
業

26

評
議
会
幹
事
会
で
選
考
を
行

い
、
県
本
部
優
秀
作
品
に
こ

ど
も
の
部
４
人
、
お
と
な
の

部
１
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら

常
陸
太
田
市
職
の
木
村
お
と

さ
ん
の
作
品
を
使
っ
て
ノ
ベ

ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
作
成
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
今
年
の
開
催
を
見

送
っ
た
「
水
辺
の
つ
ど
い
」

の
代
替
に
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
水
の
大

切
さ
を
周
知
す
る
予
定
で

す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
‼
東
海
第
二
原
発

再
稼
働
大
集
会
を
開
く

ニュース・ワード

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ

ぼ
同
じ
場
所
に
数
時
間
に

わ
た
っ
て
強
い
雨
を
降
ら

せ
る
現
象
。
長
さ
　
～
３

50

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅

　
～
　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

20

50

ど
の
雨
域
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
8
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
や
、
　
年
の
九
州

20

豪
雨
な
ど
、
毎
年
の
よ
う

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　
気
象
庁
は
今
年
６
月
か

ら
、
線
状
降
水
帯
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
半
日
ほ

ど
前
に
予
測
情
報
を
発
表

す
る
運
用
を
開
始
。
７
月

中
旬
に
２
回
発
表
し
ま
し

た
。
精
度
は
ま
だ
高
く
な

い
と
さ
れ
ま
す
が
、
予
測

情
報
や
自
治
体
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
生
か
し

て
、
積
極
的
に
命
を
守
る

行
動
を
と
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
々
に
発
生
し
た

雨
雲
（
積
乱
雲
）
が

帯
状
に
連
な
っ
て
通

過
し
た
り
停
滞
し
た

線
状
降
水
帯

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
応
募

に
当
た
っ
て
企
業
側
に
提

出
す
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
や
面
接
で
、
志
望
動
機

や
自
己
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
自

分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
項
目

で
す
。
企
業
は
人
柄
を
見

る
材
料
に
す
る
な
ど
重
視

す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

ガ
ク
チ
カ
の
書
き
方
な
ど

を
助
言
す
る
就
活
サ
イ
ト

も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
か
ら
就
職

活
動
を
迎
え
る
現
在
の
大

学
３
年
生
は
入
学
時
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣

言
が
初
め
て
出
さ
れ
た
世

代
。
従
来
の
よ
う
な
ゼ
ミ

活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
留
学
な
ど

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

ガ
ク
チ
カ
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

少
な
い
こ
と
に
悩
む
学
生

が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　「
学
生
時
代
に
力
を

入
れ
た
こ
と
」
を
略

し
た
言
葉
。
大
学
生

が
就
職
活
動
や
イ
ン

ガ
ク
チ
カ

水戸市内で開かれたSTOP!! 東海第二原発の再稼働いばらき大集会

 Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
 　
産
業
革
命
以
来
の
化
石
燃
料
中
心

の
経
済
・
社
会
、
産
業
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
中
心
に
移
行
さ
せ
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体

の
変
革
、
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行
に
む
け
た
会
議
。

塗り絵を選考中の公営企業評議会幹事

こどもの部
　木　村　お　と

　（常陸太田市職員組合）
　東ヶ崎　仁　菜

（茨城町職員労働組合）
　阿　南　皓　久

（水戸市職員組合）
　西　村　曖　里

（常陸大宮市職員組合）
おとなの部
　渡　邊　友紀子

（常陸大宮市職員組合）

優秀作品受賞者


